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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年7月27日(2017.7.27)

【公表番号】特表2016-532638(P2016-532638A)
【公表日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-060
【出願番号】特願2016-518586(P2016-518586)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/02     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/22     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/30     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/34     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/0606   (2016.01)
   Ｆ１７Ｃ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   13/00     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   20/02     　　　Ａ
   Ｃ０１Ｂ    3/00     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ   20/22     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   20/30     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   20/34     　　　Ｅ
   Ｂ０１Ｊ   20/34     　　　Ｈ
   Ｈ０１Ｍ    8/06     　　　Ｒ
   Ｆ１７Ｃ   11/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月13日(2017.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
　Ｍｎ（Ｍ２）ｚＨｘＲｙＬｎ　　（Ｉ）
（式中、
Ｍ２は、１種又は複数種の金属（マンガン以外）であり、前記金属は総含量ｚを有し、
Ｒは、存在するのであれば、有機基であり、
Ｌは、ルイス塩基であり、
ｎは、０～約１であり、
ｘは、約１．５～約１０であり、
ｙは、０～約０．２５であり、かつ、
ｚは、０～約１である）の金属水素化物。
【請求項２】
　ｘは、（ｉ）約１．８～約２．２、（ｉｉ）約２．２～約２．８、（ｉｉｉ）約２．８
～約３．２、（ｉｖ）約３．２～約３．８、（ｖ）約３．８～約４．２、（ｖｉ）約４．
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２～約４．８、（ｖｉｉ）約４．８～約５．２、（ｖｉｉｉ）約５．２～約６．２、（ｉ
ｘ）約６．２～約６．８、（ｘ）約６．８～約７．２、（ｘｉ）約７．２～約７．８、（
ｘｉｉ）約７．８～約８．２、（ｘｉｉｉ）約８．２～約８．８、（ｘｉｖ）約８．８～
約９．２、（ｘｖ）約９．２～約９．８、及び（ｘｖｉ）約９．８～約１０．２からなる
群から選択される、請求項１に記載の金属水素化物。
【請求項３】
　ｘが、約２より大きいときに、前記材料は、約１０ｂａｒ以上の水素圧力にある、請求
項１又は２に記載の金属水素化物。
【請求項４】
　式（ＩＩ）：
　Ｍｎ（Ｍ２）ｚＨｘＲｙＬｎ　　（ＩＩ）
（式中、
Ｍ２は、１種又は複数種の金属（マンガン以外）であり、前記金属は総含量ｚを有し、
Ｒは、存在するのであれば、有機基であり、
Ｌは、ルイス塩基であり、
ｎは、０～約１であり、
ｘは、約０．１～約２．２及び約１．８～約２．２からなる群から選択され、
ｙは、０～約０．２５であり、かつ、
ｚは、０～約０．２である）の金属水素化物であって、該金属水素化物は、水素（Ｈ２）
を約１４％までの量（水素が中に貯蔵されていない金属水素化物の全重量１００％に対し
て）で吸収することができる、金属水素化物。
【請求項５】
　Ｒは、存在するのであれば、β－水素置換基を含まない、請求項１～４のいずれか一項
に記載の金属水素化物。
【請求項６】
　ｙは、（ｉ）約０．２未満、（ｉｉ）約０．１未満、（ｉｉｉ）約０．０５未満、（ｉ
ｖ）約０．０１未満、及び（ｖ）約０．００５未満からなる群から選択される、請求項１
～５のいずれか一項に記載の金属水素化物。
【請求項７】
　ｙは、０である、請求項１～６のいずれか一項に記載の金属水素化物。
【請求項８】
　Ｌは、有機溶媒、水、Ｈ２Ｓ、アミン、ホスフィン、硫化物、及びそれらの組合せから
なる群から選択される、請求項１～７のいずれか一項に記載の金属水素化物。
【請求項９】
　ｎは、（ｉ）０～約０．８、（ｉｉ）０～約０．６、（ｉｉｉ）０～約０．５、（ｉｖ
）０～約０．４、（ｖ）０～約０．２、（ｖｉ）０～約０．１、（ｖｉｉ）０～約０．０
５、及び（ｖｉｉｉ）０～約０．０１からなる群から選択される、請求項１～８のいずれ
か一項に記載の金属水素化物。
【請求項１０】
　ｎは、０である、請求項１～９のいずれか一項に記載の金属水素化物。
【請求項１１】
　マンガン以外の金属イオンを含まない、又は実質的に含まない、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の金属水素化物。
【請求項１２】
　有機残渣を含まない、又は実質的に含まない、請求項１～１１のいずれか一項に記載の
金属水素化物。
【請求項１３】
　水素貯蔵のために使用される、請求項１～１２のいずれか一項に記載の金属水素化物で
あって、任意に、該金属水素化物は、Ｈ２と金属との間の相互作用によって水素を貯蔵し
、かつ任意に、前記Ｈ２と金属との間の相互作用は、Ｋｕｂａｓ相互作用である、金属水
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素化物。
【請求項１４】
　固体又はゲルである、請求項１～１３のいずれか一項に記載の金属水素化物。
【請求項１５】
　実質的に非晶質である、請求項１～１４のいずれか一項に記載の金属水素化物。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の金属水素化物を含む金属水素化物貯蔵材料。
【請求項１７】
　式（ＩＩＩ）：
　ＭｎＲｘＹｙＬｎ　　（ＩＩＩ）
（式中、
Ｒは、有機基であり、
Ｌは、ルイス塩基であり、
ｎは、０～約１であり、
Ｙは、存在するのであれば、アルカリ金属、アルカリ土類金属、又はそれらの組合せであ
り、
ｘは、約１．８～約２．２であり、かつ、
ｙは、０～約０．２である）のマンガンアルキル化合物を作製する方法であって、
式ＭｎＸ２（ジオキサン）ｚ（式中、ｚは、約１～約２であり、かつＸは、ハロゲン化物
である）の化合物と、アルキルアルカリ金属化合物、アルキルアルカリ土類金属化合物、
又はそれらの組合せとを反応させることを含む、方法。
【請求項１８】
　式ＭｎＸ２（ジオキサン）ｚの化合物と、式ＲＭｇＸ１の化合物、Ｒ２Ｍｇの化合物、
又はそれらの組合せとを反応させることを含み、前記式中、Ｘ及びＸ１は、それぞれ独立
してハロゲン化物である、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　Ｘ及びＸ１は、両者ともＣｌである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　Ｌは、有機溶媒、水、Ｈ２Ｓ、アミン、ホスフィン、硫化物、及びそれらの組合せから
なる群から選択される、請求項１７～１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　Ｌは、ジエチルエーテル、ＴＨＦ、ジオキサン、及びそれらの組合せからなる群から選
択される、請求項１７～２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　ｎは、（ｉ）０～約０．８、（ｉｉ）０～約０．６、（ｉｉｉ）０～約０．５、（ｉｖ
）０～約０．４、（ｖ）０～約０．２、（ｖｉ）０～約０．１、（ｖｉｉ）０～約０．０
５、及び（ｖｉｉｉ）０～約０．０１からなる群から選択される、請求項１７～２１のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　ｙは、０である、請求項１７～２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記反応は、ジエチルエーテル中で行われる、請求項１７～２３のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項２５】
　（４－ｚ）モル当量のジオキサンを添加することを含む、請求項１７～２４のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ＭｎＸ２（ジオキサン）ｚは、ＭｎＸ２と４モル当量のジオキサンとを反応させる
ことによって調製される、請求項１７～２５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
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　前記ＭｎＸ２（ジオキサン）ｚは、式ＲＭｇＸ１の化合物、Ｒ２Ｍｇの化合物、又はそ
れらの組合せとの反応の前に単離されない、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　Ｒは、β－水素置換基を含まない、請求項１７～２７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　Ｒは、メシチル、ネオペンチル、トリメチルシリルメチル、又はベンジルである、請求
項１７～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　式（ＩＩＩ）の化合物は、有機残渣及び／又はマンガン以外の金属イオンを含まない、
又は実質的に含まない、請求項１７～２９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３１】
　式（ＩＩＩ）の化合物を水素化することを更に含む、請求項１７～３０のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項３２】
　式（ＩＩＩ）の化合物は、約１０回以上の水素吸着－脱着サイクルに供される、請求項
３１に記載の方法。
【請求項３３】
　請求項１７～３２のいずれか一項に記載の方法によって調製された、請求項１～１６の
いずれか一項に記載の金属水素化物。
【請求項３４】
　請求項１～１６又は請求項３３のいずれか一項に記載の金属水素化物を精製する方法で
あって、前記金属水素化物を、１回又は複数回の水素吸着－脱着サイクルに供することを
含む、方法。
【請求項３５】
　前記金属水素化物は、約１０回以上の水素吸着－脱着サイクルに供される、請求項３４
に記載の方法。
【請求項３６】
　水素を貯蔵する方法であって、
請求項１～１６及び請求項３３のいずれか一項に記載の金属水素化物を準備することと、
前記金属水素化物に水素を加えることと、
水素を前記金属水素化物に配位させることと、
を含む、方法。
【請求項３７】
　ｘが、約２より大きいときに、前記材料は、約１０ｂａｒ以上の水素圧力にある、請求
項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記金属水素化物から水素を放出させることを更に含む、請求項３６又は３７に記載の
方法。
【請求項３９】
　水素、メタン及び圧縮天然ガスから選択されるガス用の貯蔵システムであって、貯蔵シ
ステムと、該貯蔵システム内にある請求項１～１６及び請求項３３のいずれか一項に記載
の金属水素化物とを含む、貯蔵システム。
【請求項４０】
　燃料電池を使用して電気を生成するための、又は酸化剤を使用して熱を生成するための
貯蔵システムであって、貯蔵システムと、該貯蔵システム内にある請求項１～１６及び請
求項３３のいずれか一項に記載の金属水素化物とを含む、貯蔵システム。
【請求項４１】
　電気自動車及び／又はハイブリッド自動車の推進、又は電力系統に接続しながらの蓄電
のための、請求項１～１６及び請求項３３のいずれか一項に記載の金属水素化物の使用。
【請求項４２】
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　Ｍ２は、リチウム、ナトリウム、カリウム、アルミニウム、ホウ素、マグネシウム、カ
ルシウム、ベリリウム、鉄、バナジウム、クロム、コバルト、銅、亜鉛、ガリウム、ニッ
ケル、ジルコニウム、ニオブ、モリブデン、テクネチウム、ルテニウム、ロジウム、パラ
ジウム、銀、カドミウム、ハフニウム、タンタル、タングステン、レニウム、オスミウム
、イリジウム、白金、金、水銀、及びそれらの組合せから選択される、請求項１～１４の
いずれか一項に記載の金属水素化物。
【請求項４３】
　請求項１～１４及び請求項４２のいずれか一項に記載の金属水素化物を含む電池。
【請求項４４】
　請求項１～１４及び請求項４２のいずれか一項に記載の金属水素化物と、多孔質カーボ
ンとを含むペレット。
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